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 学校教育目標：きらり輝く 鳥海の子ども  　　 httpｓ://edu2.city.yurihonjo.lg.jp/chokai-es/  

   　  鳥 海 の 子
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              令和８年度　学校報　№ 11   文責　校長　吉田　哲哉
 　　　　　  　ｺﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ・ｽ ｸ ｰ ﾙだより
 　　　　　 　由利本荘市立鳥海小学校  令和８年６月１９日

　岩城少年自然の家に行き、飯ごうでお米を炊き、カレ
 ーライスを作って食べたり、アドベンチャープログラム

を行い、人間関係を築く上で大切な「信頼する心」や「未
知のことに取り組むチャレンジ精神」を高めるために集
団で行う体験活動をしたり、キャンプファイヤーで班ご
とにスタンツを披露し合ったりしました。二日目は亀田
不動滝に行き、落差２５ｍほどの滝と柱状節理を見てき

 ました。
 　今回の自然教室と称した宿泊体験学習では、今年度で

閉校となる男鹿市立美里小学校の５年生６名と一緒に、アドベンチャープログラムに挑戦
して交流しました。女子１名ということもあり、美里小学校さんも喜んでこの活動に取り
組んでくださいました。できれば今後も、手紙やオンラインでの近況報告等ができればと

 本校では話をしているところです。
　いずれ、５年生はこの二日間でたくさん「はじめての○○」を経験し、仲間と「協力し
合う」「励まし合う」「認め合う」「譲り合う」という場面を共にし、互いに高め合えたこ

 とが大きな力、宝物になったようです。今後の学校生活に生かしてほしいですね。

　７月１５日（水）に、３・４年生がそばの種ま
きを行います。草刈りや畑の整備等をしてくださ
っている方々（直根栄寿会様・鳥海スクサポ倶楽
部様・西松建設様等）と一緒に種まきをするとき
に、仲良くなるために自分たちはどのようなこと
をしたらよいのかという作戦をたてているところ
に、学校運営協議会の委員の皆様が授業参観をし
ているタイミングであったため、直接インタビュ
ーをしていました（次ページの写真）。教えてもら

 ったことを、ぜひ当日役立ててほしいですね。



　１５日（月）に、２年生が「まちたんけん」に出掛けてきました。正重寺様、畑沢商店
様、紫水館様、子どもたちの見学やインタビュー等を引き受けてくださり、誠にありがと
うございました。「知っているようで知らない」或いは「子ども目線による予想がつかな
い」といった質問も多々ありましたが、一つ一つ丁寧に応答してくださったことに、子ど

 もたちも嬉しく感じ、まとめまでの今後の学習に対して更に意欲が高まりました。
　２２日（月）には、笹子地区を巡る予定です。ふるさと鳥海の素敵な場所や風景を直接
目にしたり、地域の方々の優しさ、温かさに触れたりして、鳥海っ子としてグレードアッ

 プしていきましょう！

 　１６日（火）に、２、４、６年生の子どもたちを
対象に防災教室を行いました。自分が２年生だった
ときや４年生だったときの他に、昨年の新緑まつり
や保育園時代に地震体験車に乗ったという人が結構
おりましたが、成長段階によって感じ方やその場で
の状況判断する力等も変わりますので、何度経験し

 てもこれで十分ということはありません。
 　「お・は・し・も・ち」という避難時のキーワー
 ドに従い、学校にいるとき、自宅にいるとき、その
 時々の状況を見極めながら、できる限り落ち着いて
 対応するための心の準備に、今回の経験を役立てて

ほしいものです！

  今年度の「鳥海校区コミュニティ・スクールカレンダー」が地
区内全戸に配布されています。「赤い羽根共同募金」から助成金
を今年度も頂戴しておりますが、その記載がカレンダー内にあり
ませんでした。申し訳ございません。改めてお知らせいたします。


